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 要 旨   

目的： 

胎児性アルコール・スペクトラム障害 (FASD)と、その細分類である胎児性アルコール症候

群(FAS)、部分 FAS (pFAS)、アルコール関連神経発達障害 (ARND)のアメリカにおける有

病率推定を行った。 

方法： 

2010～2016年に、アメリカの 4地域 (ロッキー山脈地域・中西部・西南部・南東部太平洋

側)で、小学校 1年生と保護者を対象として、顔面形成異常・身体発育・神経行動学的発達・

胎児期アルコール暴露に関する詳細な実地調査を行った。対象者は、地域の人口規模別に

学校・児単位でランダムにサンプリングした。臨床遺伝学等の専門家により FASD と細分

類について診断し、全米有病率を統計学的に推定した。 

結果： 

6,639 人の子供が調査対象として抽出された(男児 51.9％、平均年齢 6.7 歳、母が白人の児

が 79.3％)。FASD と診断されたのは 222 名(3.3%)で、このうち FAS が 27 人、ARND が

104人、ARNDが 91人であった。推定有病率は、控えめな見積りでは 11.3～50.0人/1000

人、多めに見積もると 31.1～98.5人/1,000人 となった。また、いずれの推定有病率も、ロ

ッキー山脈地域で最も高く、中西部地域で最も低かった。 

結論： 

従来、アメリカの FASDの有病率は 10人/1,000人程度とされていたが、本調査により地域

により大きな差があることが示された。 

 

 

 


